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　「開目抄」という御書がある。開目抄は、日蓮大聖人が流罪の佐渡の地にお
いて文永９（1272）年２月にしたためられ、日蓮大聖人を勇敢にお護り申し上
げた四条金吾という信者を代表として門下一同にお与えくださった御書であ
る。本抄は、日蓮大聖人こそが、末法の御本仏すなわち「人本尊」であられる
という御内証を明確に宣言された重要な御書である。その翌年、文永10（1273）
年には、法本尊開顕の書、すなわち観心本尊抄を著されている。ここに末法永
遠にわたる人法一箇の大御本尊建立への理論的基盤が整ったといえる。
　本抄の題号の「開目抄」とは、一切衆生の盲目を開く義である。すなわち日
蓮大聖人こそが末法下種の三徳を具備せられた御本仏であられ、末法の一切衆
生、全人類を救済あそばされる仏であられることを知らない迷妄を開かれる意
である。三徳とは、仏が衆生を守り、導き、慈愛する勝れた絶対の威徳のこと
である。これを主師親の三徳というのである。御書を拝読する場合「一往・再
往」の立て方、さらに「総・別」「文上・文底」「三重秘伝」「四重興廃」「五重
相対」という大変深い次元のとらえ方、こうした規範、原理を基に、仏教のあ
らゆる法門を理論的系統的に明確に把握し、その高底、浅深を分析していけば、
その最高峰は、南無妙法蓮華経の大御本尊という一大秘法になってくる。その
一大秘法を開けば三大秘法となり、それをさらに開いて八万法蔵の仏教全体へ
と広がる。
　南無妙法蓮華経は、いわば、全仏法の根本、そして成仏の根本の法であり、
この妙法によってのみ、一切の仏は成仏したのである。したがって“妙法”は
一切の法の親であり、妙法という親をないがしろにして、子供である個々の教
えを信ずるのは、道理に反するのである。
　「されば日蓮が法華経の智解は天台・伝教には千万が一分も及ぶ事なけれど
も難を忍び慈悲のすぐれたる事は・をそれをも・いだきぬべし」（御書全集202
㌻）。日蓮大聖人は、東洋の伝統的な礼儀の立場とくに中国や日本の伝統は、
古来、先師や先輩に対して謙譲の意を示し、自身を一歩下げて、先師、先輩を
尊敬する姿勢をとる。そこで大聖人は、この御書においても、その伝統、慣習
をふまえられて一往は、天台、伝教は、ともに法華経を正しくとらえた像法時
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代の正師である、としている。しかし時代は移り、末法に入って日蓮大聖人の
法華経の色読の深さ、広さ、偉大さ、厳格さは、天台、伝教にはるかに勝れて
おられる。それは、末法万年尽未来際の全衆生を救済せんとする大慈大悲の如
説修行、死身弘法の実践行動であられたからといってよい。およそ、実践のな
い仏法はありえないが、なかんずく大聖人の仏法はどこまでも信心が根本であ
り、実践が絶対に大切なのである。大聖人の立場自体、あくまでも実践を重ん
じられた“事の仏法”なのであり、したがって、日蓮大聖人の教えどおり実践
しぬいていくことが、成仏への直道として求められるのである。
　「寿量品をしらざる諸宗の者は畜に同じ不知恩の者なり」（御書全集215㌻）
　現在の世相は、この御金言どおりの人が存在する。自身の生命の素晴らしさ
がわからない、いわゆる、食
どん
・瞋
じん
・癡
ち
の三毒に冒
おか
されている、心が無明に覆わ
れ、自身を見失うのである。
　いじめ・体罰に悩み自殺・無差別殺人・ひったくり・詐欺など、問題は山積
している。詐欺の影響を受け、良心あるセールスの方が疑われ取引先が減る。
社会は悪人の行為により悪循環になっていくのである。世界は、テロ・戦争が
絶えぬ。特に核兵器は、人間や環境に多くの生命を一瞬にして破壊し、人々を
長期にわたり苦しめ続ける。“悪魔の兵器”となる。多くの人権が犯される。
　ここで同じ人間と生まれ、人間らしく生きるために大聖人の仏法を実践され
た、シンガー・ソングライターのうすいまさと一家を紹介したい。一家が障が
い児を育てるにあたって、人権を守り、人権を最大に活かした記事に感銘した
からである。
　一家の長男直人君の障がいは、言葉で自分の気持ちを上手に伝えることがで
きないことだった。言葉にできないけれど、彼の心の中には“伝えたい”とい
う思いがきちんとあった。いきなり手を叩いたり、大声で叫んだり、「周りの
人から見ると不思議な行動だと思われることも、彼らには理由があるようだ。
　理解し、啓発が伴う、子供への共感力が大切である。何か才能があると本気
で信じ、少しでも“才能の芽”が出たら見逃さない。好きな絵本や音楽がある
と分かったら、その興味を「学び」につなげられるように、すぐに手を打つ。
例えば『スイミー』（レオ・レオニ作）という絵本が大好きだと分かった時は、
英語版も買い与えた。今では、英語で『スイミー』の朗読ができ、昨年には英
検５級に合格した。
　発達障がいの子にも、得意な事、好きな事が必ずある。ともすれば苦手なこ
とばかりに目がいってしまいがちだが、得意なところを見つけ褒めていけば才
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能の芽は伸びるのだと感じる。自閉症の子の“こだわり”を学びに生かすこと
だ。
　直人君は何かあると ｢ゴメンネして！｣ と謝ることを執拗に要求した時期が
あった。そのこだわりを生かして、百人一首や掛け算、諺などを覚える機会に
した。｢これを覚えられたら、ゴメンネするよ｣ というように。この方法で早
い段階で覚える段階で覚えることができた。
　｢自閉症だから何をやっても結局だめだ｣ と思うか ｢絶対何か伸びるものが
あるはずだ｣ と思うのか、その違いが子供の成長に与える影響は大きい。親が
｢無理だ｣と思って接していけば、子供にも伝わるし、子供の良さも見えなくなっ
てしまう。｢必ず伸びるものがある｣と思えば、良い部分が見つけられるものだ。
　直人君は就学前の知能指数の診断で、IQ46と判明した。しかし諦めず、信
じて関わり、皆と一緒に学ぶ中で小学５年の時にIQ89までになった。子ども
には、無限の可能性がある。
　うすいご夫妻は子供たちと向き合い、わが子の成長という目に見える形で、
言葉にならない思いを歌に託し、今、発達障がいの啓発ライブ（生のコンサー
ト）や講演活動を全国で展開中である。
　名誉会長池田先生は、大聖人御内証の一節 ｢我日本の柱とならむ我日本の眼
目とならむ我日本の大船とならむ｣（御書全集232㌻）を通して、大聖人こそが
主師親三徳具備の末法の御本仏である、と述べている。
　そして弟子は生涯実直に、信心を貫き通してこそ、功徳の根はいやまして大
地に広く張られ、経済的にも、身体的にも、家庭的にも、社会的にも所願満足
の人生凱歌を得ることは間違いないと確信するものである、と結ばれる。
　信仰の意味を物理学的観点から見れば、ノーベル賞学者利根川進教授は、分
子生物学の原理により脳の仕組みを説いている。
　まずは人間の心の問題についてである。心は何処にあるか？　多くの人は、
胸を指差すが実際は脳の中にある。科学が進み、心の問題は脳の問題と分かる。
乳児と大人では、脳が物事の受け入れる時の波が違う。
　人間の体が何で出来ているか。人間は細胞から出来ている。人間の細胞は60
兆から70兆あり、髪の毛も皮膚もすべて細胞である。細胞は分子から、分子は
原子から、原子は素粒子から、素粒子は量子から出来ている。では、量子とは
何か。簡単に言えば、紐である。その紐は振動している。つまり体は振動で出
来ている。アメリカの科学者、ウェインストック博士はそれを測る機械を発明
した。MRA（共鳴装置）と呼ばれ、医学の現場で使用されている。
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　すべてのものに波が出ている。人から出ている波も一人ひとり違う。人間の
場合、脳から出る波（脳波）が一番強い。医学ではどんな小さな波でも測るこ
とが出来る。波は生きているものすべて…植物・動物、そして宇宙にもある。
つまり宇宙は生きている。
　宇宙の波動の中で最も良い波動は秩序を保つ波動である。MRAで測ると7.5
ヘルツとなる。人間の脳波に相当させるとアルファ波とシータ波の中間状態で
ある。シータ波はウトウトしている状態を言う。電車の中でゆっくり寝ている
ような気持ちの良い状態である。アルファ波は絶好調の状態である。絶好調だ
けども少々押さえ気味で、ウトウトしているけれど目が覚めている状態が7.5
ヘルツであり、これが人間にとっても最高の状態だという。
　それでは7.5ヘルツの人はいるのか。いるのである。実は赤ちゃんが生まれ
た時の脳波は7.5ヘルツである。脳がすべて受け入れやすい。しかも心がきれ
いである。赤ちゃんは嘆かぬ、悲しまぬ、恨まぬ。お腹が減れば泣くが、それ
は別の話である。いつも一定の7.5ヘルツで生きている。目がきれい。肌も張
りがある。成長が早い。赤ちゃんの存在そのものが最高の生命状態である。
　大人は7.5ヘルツの世界に行くことが出来るか、との問いに対して利根川教
授は、出来ると答えている。方法は、意図的に二つのことを実践することだ。
一つ目は、楽しいことを思い出すということである。それをいつも心がけると
良いことが、芋づる式に思い起こされ、脳が活性化され、7.5ヘルツの脳波に
近づいている。二つ目は未来に対して、イメージをはっきり持つことである。
より鮮明に具体的なイメージを持つことが大事である。たとえば病気になり、
いつ治るか、という考えでは駄目で、それでは絶対に治らない。具体的に治る
日を決めることが必要である。そして退院の日にすばらしい花束を頂く、とい
うことをイメージすると、7.5ヘルツの世界へ近づいていく。
　善悪共に意識的に脳に命令するように心がけるのがよい。たとえば良い例を
挙げる。私の知り合いで神奈川のペンキ屋の話である。彼がある時、「20年後
には日本一、世界一のペンキ屋になる」と決意した。その彼が今の「ペイント
ハウス（店頭公開企業）」の社長になった。また世界一の焼き鳥屋を目標とし
た人が20年後に「養老の滝」の社長となった。「養老の滝」は世界に１万店ある。
　次に植物や動物の“生命”について述べる。三上明という植物博士がテレビ
に出ていた。彼の一番得意分野は、山中の遭難者を探すことである。警察と共
に森の中に入り、行動する。機械を片手に植物に向かい「おい、ここ人通った？」
と聞く。「ここには来ていない」という反応があり他の場所を探す。すると、
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機械が動く。植物の波を計ると機械の振動があった。そして瀕死の状態で遭難
者が見つかった。
　別の実験ではある花にライターの火を近づけてみた。すると花は叫ぶ「熱い、
やめろ」。逆に花を褒める「きれいな花だね」。すると、その通りになる。
　犬や猫も同様である。「可愛い犬ね」褒めると犬は喜ぶ。機械の振動がある。
言葉は解らないが、自分を褒める振動はわかる。犬は誇り高く、使われている
と思っていない。主人が食事を出すと、「食べてやる」という気持ちである。
散歩も犬が主役である。
　次に心を心理学的視点から見てみよう。人間の心は意識の世界と無意識・「潜
在意識」の世界から成り立っている。大事な事は見える世界ではなく、見えぬ
無意識の世界である。図で言えば地下１階２階３階の世界である。
地上 意識の世界
１階 自我
無意識の世界
（地下）
２階 集合
３階 セルフ
　この部分が、どうなっているかにより、その人の幸・不幸が決まる。その潜
在意識については、心理学と宗教が徹底的に研究している。心理学は地下１階
を自我つまりその人の持つ特性としている。それを支える地下２階を集合（イ
メージタンク）としている。広い空間に過去のあらゆる事がぎっしり詰り、全
部脳細胞に蓄えられている。我々が生まれてから今日に至るまでに見たり聞い
たり、私達が忘れている事も含めて全部詰まっている。
　たとえば13年前の今日、何をしたか答えられる人はいないだろう。この日が
離婚した日などであれば別であるが…意識の中ではどんどん忘れていく。しか
し無意識層の地下２階には全部が入っている。お腹の中でお母さんの歌う歌ま
で入る。それのみならず、父、祖父、曾祖父、そのまた何千年前の先祖まで、
イメージを受け継いでいる。これが遺伝子である。これがまた自分の子孫に伝
わる。だから地下２階にあるイメージのタンクがどういう状態かにより、その
人の人生が決まる。
　地下２階の集合を発見したのはユングである。世界３大発見者に数えられる
（あとの２つはニュートンの万有引力とガリレオ・ガリレイの地動説である）。
100年前に亡くなった有名な精神科医ユング博士は現代心理学の基本を残す。
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　ユング博士の説は大きく二点から成っている。一つはその人が好かれるか、
嫌われるかに関することであり、二つはその人がいつ死ぬか、どんな事故に遭
うか、どういう病気になるか、どんなことで悩むのかに関することである。こ
れは集合が決める。地下２階の集合が地上の意識に命令する。全部集合の成せ
る業と科学では解明されている。ユング自身が精神分裂症を病んだ。ユングの
先祖もこの病だったという。自分が病院に入院し、弟子が治療する。しかし治
らない。ユングは「集合は恐ろしい」と思い、集合を変えようとした。そこで
地下３階（セルフ）に目を向けた。地下３階のセルフの世界は、過去の色々な
イメージに一切左右されぬ部分である。セルフの世界はその人の持つ本能的な
世界である。
　たとえば渡り鳥は嵐を上手く避けて飛ぶ。レーダーも無し。気象学も地理学
も知らぬ。しかし、帰る能力を持つセルフがある。セルフの世界は幸せの世界
に生まれる。つまり7.5ヘルツの波で生まれる。生まれたときは良いセルフな
のに、地下２階のドロンとした集合が我々の頭の上に押し潰すようにある。だ
から7.5ヘルツとならない。大人は縁に触れ嘆き悲しむと左脳が動く。赤ちゃ
んの時は右脳が動いている。左脳が動き出すと右脳は使えぬのである。
　ユング自身、セルフに目を向け、集合を崩す方法を研究した。人間の持つ能
力は５つある。見る・聴く・触る・味わう・嗅ぐであり、これらは、五感と呼
ばれている。人間はこの５つを使うしか手段がない。ユングの方法によれば目
は潜在意識を起こす力がある。たとえば手と手を合わせ人差し指を思い切り広
げる。そして真中をジーと見ると指がくっつきぴたっと合わさる。自分が指を
動かす意識がなくても目で見るだけで指が動く。何をどう見るかにより集合が
でる。嫌らしいものを見ていると顔が嫌らしくなる。
　次に耳の力実験を紹介する。友達同士で「貴方変な顔」と50回言う。すると
確実に雰囲気が悪くなり、怒り出して収拾がつかなくなる。耳の潜在意識が起
きた結果である。耳も何を聴くかが大事である。人間は感謝の言葉を聞くと右
脳がフル回転する。左脳は嘆き悲しむ世界なので怒り出すのである。
　インドの言葉「ナルム・ザルマ・フンダラッキャ・ソダラーン」の意味は「感
謝」である。全体的には有難うを意味する。日本語に訳すと「南無妙法蓮華経」
である。
　唱え方は三段階ある。第１は感謝すべきことに感謝する。第２は感謝できな
いこと、たとえば病・経済苦・家庭不和等に感謝する。第３は未来を感謝する。
特に大事なのは、第２と第３である。第２の祈り方で「お願いします」と祈る
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と左脳を使ってしまう。また一生懸命１時間も唱えたにもかかわらず、終わっ
た瞬間にため息が出たり、ひどい人になると急に仏壇を拭きまくったり、数珠
を持って歩き廻り体中を動かしたりする。これは左脳を使うので駄目である。
　なぜ奇怪な行動をするのか？　その人は自分自身の病・経済苦・人間関係等
の悩みに執着しているからであり、それは、その人の業である。
　「病」について御書に「今世に悪業成就し乃至必ず地獄になるべし乃至三宝
を供養するが故に地獄に堕せずして現世に報を受く所謂頭と目と背との痛
なや
み」、
「若し重罪有って乃至人中に軽く償
つぐな
うと此れは是れ業が謝せんと欲する故に病
むなり」（御書全集、1009ページ）とある。
　ユングの説によると何千年の過去の集合が切れる時に感謝すべきである、と
される。
　私が小学２年生の時、中耳炎になり北大病院で大手術をした。１学期と２学
期を入院に費やしたが、完全に左耳が聞こえなくなった。
　ところが最近、突然聞こえるようになった。聞こえるようになる１ヶ月前よ
り耳に異変が起きた。「ゴォー」という騒音が毎日続いた。３人の子供達に尋
ねると「何も聞こえない。お母さんの耳のせいだよ」と言う。ところが聞こえ
る寸前に今度は「ゴロゴロ、パチン」と破裂音がして、ぴたりと止まる瞬間、
26年振りに声が聞こえた。入会１年生での感動である。御本尊様の偉大さを御
金言通りに、痛みなく騒音１ヶ月で私の業を転受軽受でき感謝している。
　第３の未来を感謝するとは、どういうことか。それは具体的に「何年何月何
日何時何分にこの問題を解決する」とイメージを作ることである。たとえば病
気が治らぬと言われても関係ない。自分が何年何月何日何時何分に治ると決め
る。もっと言うと「治りました」と過去形にするのが良い。
　ユングは過去形が良いと言っている。たとえば３年後を過去形にするような
イメージをもつことが１番大事なのである。治療する術もない末期がんの方が
２ヶ月でがんが消えた。自分でイメージを作り、実現したのである。
　医学が手を出せなかった極度の精神分裂症も、ユングは地下３階に焦点を当
てて治している。心理学の地下２階（集合）は小さなコップ一杯の水のような
ものである。悪いイメージでいっぱいかもしれない。しかし地下３階のセルフ
にはプールほどの水がある。この汚いコップの水を大きなプールに入れると薄
くなる。つまり、その人がずーっと苦しむ、集合性を崩すことができる。具体
的に、医学的に言えば、がん細胞を食いつぶすのである。
　がんが治るのであるから、水虫、花粉症も治る。肥満症なら、１年後何キロ
－86－
とイメージする。未婚の人は結婚をイメージする。旦那の暴力で悩む人は旦那
がとても優しい姿をイメージすると、旦那は暴力をやめる。なぜか。「セルフ」
は振動であるから、相手の無意識は自分がイメージされていることを知らない。
知らなくても意識化され、数日後旦那は優しく変わるのである。それで未来を
過去形でイメージすることが大事となるのである。
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